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山,秋 山,油 谷,山 岸,大 久保,渡 辺隊員 と雪 上 車3
台,極7台 の編成で9月2日 に出発,7日 にA、 点を再
















































































討論者:小 城春男.角 皆静男,河村章人(北 大 ・
























る等の必要性が,座 長(楠,研 究主幹)に よってまとめ
られ,2日 間のシンポジウムを終了した.




鈴 木 盛 久(広 島 大 ・理)
19.やま と山脈 北.部の地 質 と岩 石
白 石和 行(極 地 研)
20.オメガ 岬 及 び 東 オ ング ル 島 のUme・s山cate　greiss
鈴木 盛 久(広 島大 ・理)























いて 山崎 昭.小野房吉∫柳 武
徳弘 敦.我 如古康弘(海 上保安庁)
12.南極大陸の隆起
































話題提供:神 沼克伊(極 地研)木 崎甲子郎(琉 球大 ・教












井良一助手が参加 した.実 施した観測項 目と観測器は次
のとお りである.
1)地磁気長周期変動,フ ラックスゲー ト磁力計
2)地 磁気短周期変動,イ ンダクシ ョン磁力計
3)　VLF自 然電波,VLF広 帯域受信機及びVLF
強度記録計
4)オ ーロラ輝度変動,天 頂 フォトメータ
5)陽 子及び電子オーロラ
輝度の空間時間変動,掃 天型フォ トメータ












切 り立ったU字 谷 となっており,谷の片側は大きな溶岩
共役点観測 を実施 したHvsafellの位置
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牧場の中に セ ットした地 磁気脈動観測用の センサー
流 で 覆 わ れ て い る.そ して,氷 河か ら そ の下 を流 れ て き
た地 下 水 が 無 数 の 滝 とな っ て川 に落 ち込 ん で お り,と て
も雄 大 なjlt観を 呈 して い る.こ の 付近 は また温 泉が 豊 富
で,家 の 暖 房 や プ ー ル も温 泉 が 使わ れ て い る.
観 測 器 は,一 軒 の 別荘 を 借 り,そ こ に 設 置 した.今 年
の観 測 の 主 眼 は,多 種類 の 観 測 を 同時 に実 施 す る こ とに
よ り,各 種 の超 高層 現 象 の 共 役性 を総 合的 に研 究 す る こ
とで あ る.と りわ け,こ れ ま でほ とん ど調べ られ てい な
か った オ ー ロ ラ形態 の 早 い 変 化の 共役 性 を 明 らか にす る
た め に,'卜径 約500kmの範 囲 のt-Pラ を撮 影 す る こと
が 可能 な 魚 眼 レン ズ を川 い たTVカ メ ラ を川 意 した.幸
い天 気 が,1:く,華麗 な オ ー ロ ラを15U分 観 測 す る こ とが
で き た,た だ 共役 点 観 測 の む ずか しさは,昭 和 基 地 と同
時 に デ ー タを得 な けれ ば な ら ない こ と で,せ っか くい い
デ ー タが とれ て も,昭 和 基 地 が ブ リザ ー ドだ った 日が 何
日か あ り,オ ー ロ ラ に関 して は 結 局 約 一 週 間 分 の 同 時 観
測 デ ー タが 得 られ た と思 わ れ る.こ れ らの デ ー タは,急
激 に 明 る くな り激 し く動 くブ レ イ クア ッフ時 の オー ロ ラ
や 静 か な アー ク状 オ ー ロラ,周 期 的 に 明 る さが 変 化 す る
パル セ イ テ ィン グ ・オー ロ ラ,そ して コ ロナ 状 オ ー ロ ラ
等 を 含 ん でお り,今 後 の デ ー タ解 析 が 楽 しみ で あ る.
ア イ ス ラ ン ドは 人 口が 非 常 に 少 な く,日 本 の 約4分 の
1の 国:Lにわ ず か20万人 しか 住 ん で い な い.観 測 した場
所 も一 年 中 人 が 住 ん で い る家 は 数 軒 で,あ とは 夏 だ け利
用 され るサ マ ー ハ ウ スで あ る.し か しア イス ラ ン ドの人
達 は 皆 とて も親 切 で,こ こで観 測 を実 施す る こ とに は何
の 支 障 もな か った,将 来 は 超 高層 部門 以 外}こも,地 震,
地 質,地 理.雪 氷,生 物 な ど各 部門 の 研究 に は きわ め て
興 味 深 い 観 測 の 場 とな る で あ ろ う.
(筆者:福 西 浩 超 高層 物 理 学 研究 部 門助 教 授)
極地研究国際シンポジウム
昭 和53年g月21|.1から25日の間,ポ ー ラ ン ドの ワル シ
ャ ワで"極 地 研 究 に お:ナる 現今 の 諸 問 題"と い 一・た シ ン
ポ ジ ウ ムが 開 催 され た.
南 極 海の 海 洋 生 物 資 源 の研 究 と ヘ ン リ ック ・アー ク ト
フス キ ー基 地(62°(19,8/S58°28,3'W)の開 設 とい
う実 績 を基 盤 に.南 極 条 約 協議 会 の 協議 国 とな り,さ ら
に,南 極 研 究 科 学 委 員会(SCAR)の メン?〈一'国と して
認 め られ た の を機 に,ボ ー ラ ン ド学.ヒ院 に よ り主 催 され
た も の であ る.
国 際 シ ンポ ジ ウ ム とい うこ とで は あ った が,最 初 か ら,
特 定 の 招 待 者に よ る11j卓会 議 形 式 の 討 論 を 行 う 旨の 案 内
状 が きて い た..'lf実,28人の 参bl]　M・の うち,ポ ー ラン ド
以 外 か らは.筆 者 を含 め て8名 が 出 席 した に過 ぎ なか っ
た.し か し,小 人 数 と は い え,　Zunberge　(合衆 国),
Gjelsvik　(ノー ル ウ=一,元SCAR会 長),　Treshnikov
(ソ連,北 極 南 極 研究 所 長)な どの 大物 の顔 合 せ とな っ た,
実 質的 な 討 議 は,22,23の両 日に 行わ れ た.第1日 目
に は,地 学 関 係 の研 究 発 表 と討 論 を 中心 に 会 が 進 め られ
た.ポ ー ラ ン ドの 研究 者 の報 告が 主 で,ス ピ ッツベ ル ゲ
ンで 継続 され て きた,地 質学,地 形学 ,固 体 物 理 学 研 究
の 発 展 と して.あ るい は,比 較 の た めの 研 究 と して,南
極 の 研究 が 位 貯 づ け られ て い る よ うであ った.
Treshnikev　が 内 陸 調 査活 動 を中 心 に ,ソ 連 の 南 極 観
測 の 歴 史 を 述 べ 、 これ ま での ソ辿 とポ ー ラ ン ド との 密 接
な 協 力 の発 展 と して,現 在 の ボ ー ラ ン ドの 極 地 研 究 が あ
る こ とに.:二ζ及 したの は 印 象的 で あ.⊃ た.　Zunberge　は
EAMREA報 告 の 要 旨 を述 べ,南 極 の鉱 物 資 源 の 探 査 ・
開 発 は,南 極 の 「|然を 破 壊 せ ぬ よ う行 うべ きで あ る と結
ん だ.
第2H目 のk題 は 生 物 学 で あ った.ア ー ク トフス キ ー
某 地 を中 心 と した基 礎 的 な研 究 の 成 果 が,ポ ー ラ ン ドの
研 究 者か ら報 告 され た.内 容 的 に はGcneralSurueyの
段 階 の もの で あ った が,　Rakusa・Suszczewskiの!1物研
究 将 来 計 画 に よ る と,沿 岸 基 地 で の 観 測 は,急 速 に 拡 大
・充 実 され る模 様 で あ る .
か ね て ボ ー ラ ン ドが 力 を 入 れ て い た海 洋 生物 資 源 問 題
に っ い て は,ナ ンキ ョクオ キ ァ ミを積 極的 に利 用 す べ ぎ
だ とい う講 演 が な され た だ け で あ った.会 議 場 で は,第
1回 オキ ア ミ調 査 の 結 果 な ど,21論文 を ま とめ た生 態 学
研 究 所 の 報 告 が 配 布 され,無 言 の うち に 成 果 を語 ら せ る
意 図 と見 受 け られ た.
ボ ー ラ ン ドの 南 極 に 対 す る関 心 は,生 態学 研 究 所 に 南
極 研 究 部 門 を 置 くな どの実 質 面 で の措 置 と と もに,公 報
5
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活 動 に も現 わ れ て い る,学.L院 地 階 の 標 木 室 の ・隅 に,
南極 コ ー ナ ーを 新 設 し,シ ン ポ ジ ウ ムへ の 招 待 者 を 招 い
て,21日,開 会 式 を行 うな どに もそ の 一端 が 窺 え た.
CF諸:星 合孝 男 ノヒ理 ノk態学 研 究 部1「Ll教授)
「南極大陸展」盛況の うちに終る
国 立 科学 博物 館 との共 催 に よ る111・極大 陸 展 一1÷」極観
測20年の 歩 五一 」 が,8月20||(日)か ら国 、't:科学tlli－物
館 の特 別 展 会場 で 開 催 さオt,盛況 の う ちに9)13日([])
に終 了 した.期 間 中 は学 校 の 夏 休 み とあ って 連1|多数の
見学 者 で賑 わ った.
また.8Jl28|1(月)1こは.朝 日;満堂 にお い て、}法力i≦ミ
も開 催 され 大 変 好評 で あ っ た.
展 示 に は,約400点 の資 料 で干1賊され,20年 の間 の 南
極観 測 が どの よ うに 行わ れ て き たか,ま た,南 極大 陸 の
自然 を どの 」tうに して 明 ら か にLて き たか を.図 表 や写
真 パ ネ ル な どに よ り紹 介 した.特 に,南 極の 氷.防 寒 具
を 含 む 設 営 用 具 及 び 南極 ノく陸 で 発 見 され た領 有 な ど 貴IE
な 資料 が 多 数 展示 され 見学 者の 日を楽 しませ た.
外国人招へい研究員
昭 和53年度 の 外 国 ノ＼招 へ いliJl:究[1が,次の とお り決定
され,当 研 究 所 教 官 との 共 同 「ジ|:究が 行 わ れ る.ま た,各
大学,研 究 所 等 で の 講 演 並 び に 施設 の 視 察 な ど も予 定 さ
れ て い る.
L　 JuanRoedcrer氏(ファ ン ・レー デ ラー)
1929,9.2升三49.ll{'男
ア ラス カ 大学 地 球 物Hll研究 所 長,　IAGA会 長
研 究 テ ー マ:磁 気 圏 に お け る フ ラズ マ粒 子 の 加速 機構
の研 究
在 日期 間:昭 和53年10月17|.1(火)～11月611(火)
(日本 学 術振 興 会:外 国 人lriへい 研 究 者)
2.　Nathalia・G・Kleimenova氏(ナター リヤ ・ク ラ イ
メ ノーバ)1935.5.23生43歳 女
ソ連 科 学 ア カデ ミー地 球 物 理 学 研 究 所 主 任 研 究 員
研 究 テ ー マ:高 緯 度地 方 にお1-」1るVLF自然 電 波 発生
領 域 の 研 究
(1ill姐1間1:fi∫1,禾115:1{|'.10」127日(金)～12月25日(jD
〔文 部省 外[.iぐ人」召へ い研 究 員:国 ぐ'二極 土山研 究FJi－外 国 人
研 究 員)
清野 さんを偲んで
この4月8日 の 午 後 の こ
とだ った.そ の 日 もお 見舞
に 持 参 した 神 楽 坂 川 原屋 の
コ ン ソ メ スー プ に 日 を 細
め,新 し くで き た北 極 の地
図 に 日を 輝 かLた 彼 を 見 て
内 心 ホ ッと し た.1か し
「じ や行 って く る よ.今 度
は 北 極 の 話 を し よ う」 と ド
ア に 向 った 時,何 か 寂 しい
影 を背 に 受:ナた 私 の北 極 へ
の 旅 立ち は 気 がIEかった,そ して 久 し振 り氷雪 の生 活 を
終 え て.色 と りど りの チ.t－ リッフ.が咲 き 乱れ た トPン
トで,彼 の 計 報 を 聞 い た 私 で あ る.
南 極20年の 歩 み を振 り返 え る時,清 野 善 兵 衛 さん 無[.
に は 考 え られ な い.想 え ば 第1次 隊 に 参 加 して 以来 第13
V欠1隊1.ミ.として 日(1府ljよ」也をIli・L・と た|暫極 観 測「」に1ま,ノξに
VEに川 狩 さん グ)活躍 が そ.のさ さえ に もな ・,てい た.特 に
気 禦観 測 業務 の 碓 、":は守 川 一 清 里fソ'rンに よる もの で あ
る.第3次 で は 昭 和 基 」也で 初め て 彼 が ラジ オ ゾ ンデ に.1:
る高 層 気 象観 測 をi用始1た.第5次 で は 無 人観}貝]Jのは1.
りと し'(IIC{和基 地 の1」irf∫4{26.5kmの氷 原 に 無人 観言則所 タご
設 け た.第2次 隊 で 川 意 した 使所 川 グ)建物 を利 用 した こ
とか らLAVATORY・LABORATORY略 してL/Lで,
気 象 と雪 温 の 自記1;己録 を 試 友た.
第1次 か ら第6次 主で宗 谷 の 全航 海 に 乗船 した彼 は,
当 然 第7次 の 南 極 川111には な くて は な らな い 人 で あ.,
た.今 で もは っぎ り思 い 日!す.ふ じか らヘ リ コプ ター の
一 番 機 が昭 和 基 地 に .iiE/.だ.宗谷時 代 に呼 ん で いた 国 際
空 港 に ホ バ リン グす る や,私 と彼 は 着地 を 待 つ の も もど
か し く,吊 り降 して もら ってrl∫{和基 地'＼と急 い だ時 の こ
とだ.深 い雲 に 足 を とられ て 前か が みで ペ イア イ ス の 仁
を 息 を は ず ま せ て 走 った.タ イ ドク ラ ッ クの あ た りが バ
カに 高.1,東 方 ン ク.・し島 の露 岩 は 見 上げ る よ うな感 じだ
った.「 オイ 善 兵 衛.こ の 辺 りのr[iい氷 は一'掃され て 新
し くな った よ うだれ.こ れ な らふ じは接 岸 で き る ぞ.」
「そ うだ.よ う し.い た だ き だ.」 と弾 ん だ彼 の声 が 忘
6
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れられない.こ の年自動気象観測印字装置,　MAMS-


























8月,9月 の 計 算機 使用 時 間 は 次 の とお りで した.
8月:150時間9月:154時 間
2.デ ィジ タル地 図 デ ー タの 利用 に つ い て
次 に 示 す 南 極 の 地 図 に つ い て は,海 洋 線,露 岩,
池,高 等 が デ ィジ タ ル化 が 完 了 して,計 算機 に よ る利
用 が 可 能 とな って い ます.利 用 法 に つ い て は 「極地 デ
ー タベ ー ス シ ステ ム利 用 の 手 引 」 を ご参 照 下 さい ,利
用 を 希 望 され る方 は,デ ー タ解 析 資 料 部 門 に 中込 み 下
さ い.
O極 地 振 興 会発 行 南 極 大 陸(1/9,800,000)
O国 土 地 理院 発 行 バ ッダ 島(1/25,000),
ラ ン グホ ブ デ(1/25,000),スカー レ ン(1/25,000),
日の 出岬(1/25,(XX〕).スカル ブ ス ネ ス(1/25,000),
ヒ ュー カ・テ ー レ ン(1/25,000),新南岩(1/25,000),
東 オ ン グル 島(1/5,000),西オ ン グル 島(1/5,000),
オ ン グル カル ベ ン(1/5,000),テオ イ ヤ(1/5,000)
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昭 和 基 地 月 別 気 象 資料(Syowa　Station　Monthly　Climatological　Dat )
平 均 気 温(Mean　temp.)　(°C)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min.　temp.)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　leve1)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind　speed,　1(トmin.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)

























あ ロね の ロあ あコ
k
≡極地豆事典







・'冷睡鳶 ㌦㌫㌫ ㌫ 、ジ
海水下面の珪藻 群落
紺碧の海に浮かんだ白い浮氷の間を進 ん で来 たtくふ
じ"も,密 群氷の中では,今 までのように楽々とは進め






ふ じの行き足を,厚 さ1.5mの氷が阻む.一 旦後退し,
～v・."1・.・.、A～A～Mit.....■.■-AJ..
はずみをっけ,再 び突進を試みる.こ の後退 を した と
き,ふ じがひっくり返した氷の下面は一面に褐 色 で あ
る.初めて南極を訪れ る人達は,ふ じの塗料がはげてし








が少なく藻類は繁殖できない.成 長を続けた 氷 の 成 長
は,10月に入ると気温の上昇のため止まる.再び,海 氷
底では藻類の繁殖が始まり,ふ じが来る12月には,海 氷
下端では莫大な量の藻類が付着生活を営むようになる.
海氷をすみ家とするこれらの藻類は－lce　Algae－と呼
ばれる,今のところ適当な訳語はない.
南極海だけでな く,北極海にも北海道にすら見られる
これらの藻類が,ど のような進化過程を経て,冷 めたく
て,い かにも生物の生活には向きそうもない海氷を生活
の場とするようになったのか,ど のような条件下で,ど
の位の割合で繁殖するのか,こ の藻類がオキア ミなどの
餌 としてどの程度役立っているのか,い ずれも大へん興
味ある研究課題である.
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